


●講義科目

情報知能演習室の計算機システム ロボットプログラミング実験

情報知能学は、「情報」を媒体として既存の諸工学分野を有機的に結合し、「知能」による創造的プロセ
スを追求するとともに、次世代の「知能」化情報システムを創出するこれまでに無い新しい学問領域です。
情報知能工学科では、旧来の学問の壁を打ち破るフロンティア精神に溢れた教育・研究の推進とともに、
創造性豊かな思考と研究開発能力をもった技術者・研究者を養成しています。

次世代知能化情報システムの創出を目指して
情報知能工学科Computer and

Systems
Engineering

 

情報知能工学科の授業科目は、基礎科目と先進的・学際
的な専門科目から構成されています。これらの基礎およ
び専門知識を統合・融合することにより、高度情報化社会
の様々な技術問題を解決できる能力を養います。情報知
能工学科の学生は，基本的に，システム情報学研究科へ
進学することになります。そして，システム情報学研究科
の博士課程前期課程では，システム科学・情報科学・計算
科学の各専攻分野に関する幅広い知識及び学際的視点を
有する創造性豊かな高度専門職業人を養成します。博士
課程後期課程では，自ら問題を設定・探求・解決できる高
度な課題探求能力，豊かな創造性と国際感覚を有する研
究者・高等教育研究機関の教員・高度専門職業人等を養
成するための教育研究を行います。
さらに，専門科目の複数教員担当制や研究科横断科目の
導入によって高度な専門性とともに広範な視野を身に付
けた人材を養成します。

情報知能工学科の教育の特色

新しい高機能を備えたシステムを創造できる総合的な技
術力がつくように、本学科の授業科目は、数学・物理学な
どの専門基礎科目と、幅広い分野の先進的かつ学際的な
専門科目から構成されています。また、本学科内には、専
門情報処理教育用の計算機システムとして、学生 人あた
り 台の利用環境で実験・演習を行うことができるように、
高機能ワークステーションが設置されています。これらの

情報知能工学科のカリキュラムの特色

情報知能工学科は３つの研究分野より構成され，それぞれ特色ある研究内容と，分野を超えた連携による幅広い領域の研究が進められています。

「システム科学分野 (専攻 )」
機械・電気システムや情報・社会システ
ムなど大規模・複雑なシステムを対象
に，アナリシスとシンセシスを効果的に
実践するシステムズ・アプローチと問題
解決能力を身に付け，限られた専門分
野の深化のみならず異分野間の統合化
を通じて新たな理論や技術・方法論を
創造することができる研究者や高度技
術者を養成します。

「情報科学分野 (専攻 )」
情報科学に関する基礎理論やその社会
的応用に至る広範な学術領域におい
て，基盤としてのコンピュータやネット
ワークの素養をベースに，価値ある情報
の創出，表現，収集，蓄積，伝達，処理，
利用など，広い視野を持ち指導的な役
割を果たす能力を備えた研究者や高度
専門技術者を養成します。

「計算科学分野 (専攻 )」
スーパーコンピュータを用いた大規模シ
ミュレーションによる基礎科学の探究
と、先進的アルゴリズムや可視化手法等
の研究開発を通じて、次世代の計算科
学を担う研究者・技術者を養成するとと
もに、計算機シミュレーション手法を身
につけて幅広い分野で社会に貢献する
視野と能力を持った人材を養成します。

年 月，工学研究科から情報知能学専攻が独立し「システム科学」「情
報科学」「計算科学」の 専攻構成の「システム情報学研究科」が新たに誕生
しました。情報知能工学科では，卒業時に約 割の学生がこのシステム情報
学研究科へ進学します。

●システム情報学研究科について

http://www.csi.kobe-u.ac.jp/
●システム情報学研究科ホームページ

情報知能工学科の主な授業科目

［教育研究分野］：情報数理，アーキテク
チャ，ソフトウエア，情報通信，情報シス
テム，知的データ処理，メディア情報，創
発計算，感性アートメディア，知能統合

［教育研究分野］：計算基盤，計算知能，
計算流体，シミュレーション技法，計算
分子工学，計算生物学，計算宇宙科学，
応用計算科学，大規模計算科学

計算機概論
力学基礎 1・2
微分積分 1～ 4
線形代数 1～ 4
プログラミング演習 1～ 4
初年次セミナー
情報・通信ネットワーク
論理回路
離散数学
応用解析学
物理学実験 1・2

電磁気学基礎 1・2
電気回路及び演習 1・2
波動と振動
システムモデル
常微分方程式論
確率と統計
アルゴリズム・データ構造
データ解析 1・2
アルゴリズム・データ構造演習
応用アルゴリズム演習
複素関数論

制御工学及び演習 1・2
数理計画及び演習 1・2
信号解析 1・2
データ解析演習
コンピュータシステム 1・2
数値解析
現象計算
信号解析演習
ソフトウェア工学
言語工学
総合実験 A1・A2

総合演習 A1・A2
ロボティクス
設計工学
電子回路
並列計算
情報数学
オペレーションズリサーチ
現代制御
情報管理
知識工学
マクロ系計算

ミクロ系計算
ソフトウェア開発 1・2
総合実験 B1・B2
総合演習 B1・B2
センシングとメカトロニクス
メディア情報処理
光情報工学
ディジタル信号処理
HPC
卒業研究

4年間一貫の専門科目とともに、基礎教養科目・総合教養
科目・高度教養科目の3種類のカテゴリーによる教養科目
や外国語などの全学共通の科目を、1学年から4学年にわ
たって学べる新しいカリキュラムが用意されており、バラ
ンスのとれた学習ができるようになっています。さらに、4
年生になると卒業研究が始まり、これまで学んできた知識
により一層の磨きをかけることができるようになっていま
す。

［教育研究分野］：システム計画，システ
ム計測，システム制御，システム数理，シ
ステム構造，システム知能，応用システム
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Computer and Systems Engineering

海外の大学や研究機関との多数の共同研究実績があります。国際的
な研究集会の企画や開催に多くの教員が参画するとともに、大学院
に在籍する学生のほとんどが、これらを始めとする様々な国際学会で
の研究成果発表を経験しています。毎年、外国人留学生を受け入れ
ており、その主な出身国は、ウクライナ、オーストラリア、韓国、ス
ウェーデン、中国、ドイツ、ネパール、ブラジル、フランス、ベトナム、
ペルー、モロッコ、ラオス、ルーマニアなど、多様な地域にわたってい
ます。

毎年、多数の企業からの求人依頼があり、基幹産業、先端産業である
電気・電子・情報・通信・機械関連の製造業を中心に就職しています。
その他、金属・重工・自動車や、電力・ガス、さらには、金融・商社・マ
スコミから官公庁や教育界まで、あらゆる業種への就職実績があり
ます。本学科・専攻の卒業生・修了生は、多様化する社会の中で、技
術者・研究者・管理者として中心的な役割を果たし、非常に高く評価
されています。なお、学部学生の大多数（ ～ %）が、より高度な
専門知識を習得し、研究を深めるため、大学院博士課程前期課程に
進学しています。また、博士課程前期課程修了者の約 %が博士課
程後期課程に進み、博士号の取得を目指しています。

Message 在学生・卒業生からのメッセージ

情報知能工学研究トピックスTOPICS国　際　交　流 卒業後の進路

主な就職先

情報知能工学科

スマートアグリ
いま、日本の農業は大きな岐路に立たされています。農村部における人口
減少と超高齢化、40%を下回り続けている低い食料自給率、そしてTPPに
よる関税撤廃など、様々な問題が押し寄せています。一方で、2009年には
340兆円であった世界の食市場が2020年には680兆円に倍増することが見
込まれていることなどから、競争力強化を図ることで日本の農業をグロー
バル展開する好機と見る向きもあります。そこで、大きな期待が寄せられ
ているのが、コンピュータやネットワーク技術などの最新テクノロジを利
用して農業にイノベーションをもたらす「スマートアグリ」です。

私たちの研究室では、農業現場から得られる多種多様なデータの知的処理
により、農業を効率化するしくみについて、学内外の専門家と一緒に研究
しています。例えば、畑の作物を対象として、カメラ画像から推定された
草丈・花数などの生育データや、センサで取得された気温などの環境デー
タをもとに、データマイニング技術を用いることで熟練農家の知恵やノウ
ハウを顕在化させる手法を開発しています。これによって、効果的な農作
業のヒントの提供や、次世代への円滑な技術継承を可能とします。また、
牛同士のインタラクションを検知することで放牧牛の行動を分析したり、3
次元画像を利用して肥育牛の発育状態を管理したりなど、最新のデバイス
やデータ処理技術を活用した研究にも取り組んでいます。

大川剛直 教授（知的データ処理分野）

大豆畑に設置した環境センサ
体重予測のための肥育牛の
3次元点群画像

インタラクション検知用の
デバイスを装着した放牧牛

アイテック阪急阪神㈱ アクセンチュア㈱ NTTコムウェア㈱ ㈱NTTデータ ㈱エヌ・ティ・ティ・ドコモ
㈱オージス総研 ㈱オプテージ ㈱カプコン 川崎重工業㈱ 関西電力㈱ 
キヤノン㈱ ㈱クボタ KDDI㈱ ㈱神戸製鋼所 ㈱コーエーテクモホールディングス
㈱コナミデジタルエンタテインメント コベルコシステム㈱ ㈱小松製作所 ㈱島津製作所 シャープ㈱
JFEスチール㈱ ㈱JSOL 住友電気工業㈱ ダイキン工業㈱ ダイハツ工業㈱ 
TIS㈱ ㈱デンソー ㈱デンソーテン 東海旅客鉄道㈱ ㈱東芝 
トヨタ自動車㈱ 西日本電信電話㈱ 西日本旅客鉄道㈱ 日鉄ソリューションズ㈱ 日本電気㈱ 
日本電信電話㈱NTT研究所 任天堂㈱ ㈱野村総合研究所 パナソニック㈱ パナソニックデバイスシステムテクノ㈱
阪急阪神ホールディングス㈱ ㈱日立製作所 富士通㈱ 古野電気㈱ 三菱電機㈱ 
㈱村田製作所 ヤフー㈱ ㈱リコー ルネサスエレクトロニクス㈱ ルネサスシステムデザイン㈱

“人工知能”という言葉が一般的になった今、果たしてどれだけの人が
その本質を理解しているでしょうか。私が 2008年に情報知能工学科
に入学し博士後期課程を修了するまでの 9年間は、機械学習の様々な
手法が深層学習に置き換わり、誰も知らなかった人工知能という言葉
が急速に世の中に広まっていった時期でした。在学中はメディア情報
講座で音声信号処理の研究をしており、現在も総合電機メーカーの研
究所で音声の研究を続けていますが、社内ではAI・人工知能が専門と
見なされることも多く、これらの製品化、社会実装のための計画立案や
意見を求められることもしばしばです。人工知能技術の製品化は、私
の本来の専門である機械学習・信号処理の知識やプログラミング能
力だけでは実現できません。学部当時は興味がなかったハードウェア
の知識は量産化に、何となく聞いていた通信の知識はクラウド上で
サービス展開に不可欠であることに後から気
づきました。情報知能工学科では、これらの知
識を体系的に学び、最先端の研究者である先
生方のサポートの下で研究活動ができます。先
輩や国際学会で出会う研究者との議論もとて
も刺激的で、物事の本質を考えるきっかけにな
りました。ぜひ皆さんもこの素晴らしい環境
に、“人工知能”の本質を探しに来てください。

AIや IoTといった最先端の知識に触れることができるのが情報知能
工学科です。私自身、深くは知らないまでも“通信”や“プログラミン
グ”などといった今後の社会の在り方を大きく形作っていくであろう
分野に興味を持ちこの学科に進学しました。情報知能工学科の授業は
専門分野に対する知識を深める講義から実際に自分の手でゲームやロ
ボットを組み立てるような授業まで多岐にわたっています。情報通信
の分野に興味があったとはいえ全くの初心者だった私は最初、課題を
こなすのに精一杯で授業になかなかついていけませんでした。しかし
先生方を初め先輩や友達みんなの助けを借り、プログラミングスキル
だけでなく物事を構造的に捉える力も身に付いたのではと思います。
また 4回生で配属された研究室では、情報知能工学科が最先端な部分
だけでなく社会の基盤を支える仕組みにも大きく精通していることを
改めて学びました。私の所属するシステム計画
講座ではシステム最適化や最適化を行う仕組
みに関しての研究が多く取り扱われています。
学部 3年間で学んだことが実際に社会のどう
いった部分で役に立っているのかを実感しな
がらの研究はとてもおもしろいです。あらゆる
知識に触れ、たくさんの仲間と成長できる大学
生活を情報知能工学科で送ってみませんか？ 

“人工知能”の本質がわかる人材に 人の暖かさに触れる4年間
未来を支える技術を学ぶ4年間

相原　龍 田村菜ツ実 
（2012 年工学部情報知能工学科卒業、2014 年博士課程前期課程修了、2017 年博士課程後期課程修了）

システム計画
従来は、パソコンやプリンタ、スマートホンなどのIT関連機器が
接続されていたインターネットに、それ以外の様々なモノがつな
がるようになりました。例えば、家庭内の家電製品をインター
ネットにつなげることで、外出中もスマートホンで操作ができま
す。また、玄関にとりつけた防犯カメラの様子をいつでも見るこ
とも可能です。このように多くのものがつながる時代で重要とな
るのが、つながっている全てのモノを、大勢の人が生活する社会
全体でどのようにうまく使いこなすかということです。そのよう
なスマートな社会の実現には、ネットワークでつながっているシ
ステム全体を賢く上手に計画することが重要な課題となります。
そこで我々は、ネットワークにつながる個々の要素に人工知能
（ソフトウエアエージェント）を搭載し、それぞれがネットワー

大規模熱流体
シミュレーション

スパコン「京」による大規模自動車空力シミュレーション

人工知能が搭載されたスマートファクトリーシステム ツイッター利用者間のつながりネットワーク解析

コンピュータによるシミュレーションは、理論、実験に
次ぐ第三の科学として様々な科学・工学分野で活用され
ています。我々は、「京」に代表されるハイエンドスパ
コンを活用し、熱・流体運動を高精度に予測する大規模
シミュレーション技術を開発することで複雑な物理現象
を解明すると共に、その技術を産業界で活用・展開する
ための研究開発を行っています。例えば自動車の開発で
は、自動車に作用する空気の力（空力）を高い精度で求
め、燃費を予測、向上することが強く求められていま
す。また、空力は、高速走行する自動車の安全性にも大
きく関わります。今まではこういった空力予測には、風
洞を用いた実験が行われてきました。ここに大規模空力
シミュレーションを適用することで、風洞実験に匹敵す
る精度での空力予測を、高速かつ低価格で実現できるば
かりでなく、風洞では計測が不可能な、追い越しやすれ
違いといった実走行状態での自動車の走行安全性評価が
可能となります。　　　　　　坪倉 誠（計算流体分野）

クを使って通信・交渉・制御することで、システム全体をスマー
トに計画し運用する研究を進めています。例えば、このシステム
計画技術をモノづくりに応用することで、今までにない賢くてス
マートな工場（スマートファクトリー）が実現され、消費者ひと
りひとりの好みに応じた様々なカスタマイズ製品を、適切な価格
で提供することが可能になり、製造立国日本におけるモノづくり
を支援することができます。また、ツイッターやフェースブック
などのSNSを用いた情報の広がり方をシミュレーション手法で解
析したり、リーマンショックのような突発的なリスクに負けない
金融ネットワークを設計するなど、大規模なシステム内の様々な
問題に対して、様々なシステム最適化手法を用いた問題解決を行
なっています。　　　　　    貝原俊也 教授（システム計画分野）

生産管理用全体表示モニタ
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完成品トレイ
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海外の大学や研究機関との多数の共同研究実績があります。国際的
な研究集会の企画や開催に多くの教員が参画するとともに、大学院
に在籍する学生のほとんどが、これらを始めとする様々な国際学会で
の研究成果発表を経験しています。毎年、外国人留学生を受け入れ
ており、その主な出身国は、ウクライナ、オーストラリア、韓国、ス
ウェーデン、中国、ドイツ、ネパール、ブラジル、フランス、ベトナム、
ペルー、モロッコ、ラオス、ルーマニアなど、多様な地域にわたってい
ます。

毎年、多数の企業からの求人依頼があり、基幹産業、先端産業である
電気・電子・情報・通信・機械関連の製造業を中心に就職しています。
その他、金属・重工・自動車や、電力・ガス、さらには、金融・商社・マ
スコミから官公庁や教育界まで、あらゆる業種への就職実績があり
ます。本学科・専攻の卒業生・修了生は、多様化する社会の中で、技
術者・研究者・管理者として中心的な役割を果たし、非常に高く評価
されています。なお、学部学生の大多数（ ～ %）が、より高度な
専門知識を習得し、研究を深めるため、大学院博士課程前期課程に
進学しています。また、博士課程前期課程修了者の約 %が博士課
程後期課程に進み、博士号の取得を目指しています。

Message 在学生・卒業生からのメッセージ

情報知能工学研究トピックスTOPICS国　際　交　流 卒業後の進路

主な就職先

情報知能工学科

スマートアグリ
いま、日本の農業は大きな岐路に立たされています。農村部における人口
減少と超高齢化、40%を下回り続けている低い食料自給率、そしてTPPに
よる関税撤廃など、様々な問題が押し寄せています。一方で、2009年には
340兆円であった世界の食市場が2020年には680兆円に倍増することが見
込まれていることなどから、競争力強化を図ることで日本の農業をグロー
バル展開する好機と見る向きもあります。そこで、大きな期待が寄せられ
ているのが、コンピュータやネットワーク技術などの最新テクノロジを利
用して農業にイノベーションをもたらす「スマートアグリ」です。

私たちの研究室では、農業現場から得られる多種多様なデータの知的処理
により、農業を効率化するしくみについて、学内外の専門家と一緒に研究
しています。例えば、畑の作物を対象として、カメラ画像から推定された
草丈・花数などの生育データや、センサで取得された気温などの環境デー
タをもとに、データマイニング技術を用いることで熟練農家の知恵やノウ
ハウを顕在化させる手法を開発しています。これによって、効果的な農作
業のヒントの提供や、次世代への円滑な技術継承を可能とします。また、
牛同士のインタラクションを検知することで放牧牛の行動を分析したり、3
次元画像を利用して肥育牛の発育状態を管理したりなど、最新のデバイス
やデータ処理技術を活用した研究にも取り組んでいます。

大川剛直 教授（知的データ処理分野）

大豆畑に設置した環境センサ
体重予測のための肥育牛の
3次元点群画像

インタラクション検知用の
デバイスを装着した放牧牛

アイテック阪急阪神㈱ アクセンチュア㈱ NTTコムウェア㈱ ㈱NTTデータ ㈱エヌ・ティ・ティ・ドコモ
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TIS㈱ ㈱デンソー ㈱デンソーテン 東海旅客鉄道㈱ ㈱東芝 
トヨタ自動車㈱ 西日本電信電話㈱ 西日本旅客鉄道㈱ 日鉄ソリューションズ㈱ 日本電気㈱ 
日本電信電話㈱NTT研究所 任天堂㈱ ㈱野村総合研究所 パナソニック㈱ パナソニックデバイスシステムテクノ㈱
阪急阪神ホールディングス㈱ ㈱日立製作所 富士通㈱ 古野電気㈱ 三菱電機㈱ 
㈱村田製作所 ヤフー㈱ ㈱リコー ルネサスエレクトロニクス㈱ ルネサスシステムデザイン㈱

“人工知能”という言葉が一般的になった今、果たしてどれだけの人が
その本質を理解しているでしょうか。私が 2008年に情報知能工学科
に入学し博士後期課程を修了するまでの 9年間は、機械学習の様々な
手法が深層学習に置き換わり、誰も知らなかった人工知能という言葉
が急速に世の中に広まっていった時期でした。在学中はメディア情報
講座で音声信号処理の研究をしており、現在も総合電機メーカーの研
究所で音声の研究を続けていますが、社内ではAI・人工知能が専門と
見なされることも多く、これらの製品化、社会実装のための計画立案や
意見を求められることもしばしばです。人工知能技術の製品化は、私
の本来の専門である機械学習・信号処理の知識やプログラミング能
力だけでは実現できません。学部当時は興味がなかったハードウェア
の知識は量産化に、何となく聞いていた通信の知識はクラウド上で
サービス展開に不可欠であることに後から気
づきました。情報知能工学科では、これらの知
識を体系的に学び、最先端の研究者である先
生方のサポートの下で研究活動ができます。先
輩や国際学会で出会う研究者との議論もとて
も刺激的で、物事の本質を考えるきっかけにな
りました。ぜひ皆さんもこの素晴らしい環境
に、“人工知能”の本質を探しに来てください。

AIや IoTといった最先端の知識に触れることができるのが情報知能
工学科です。私自身、深くは知らないまでも“通信”や“プログラミン
グ”などといった今後の社会の在り方を大きく形作っていくであろう
分野に興味を持ちこの学科に進学しました。情報知能工学科の授業は
専門分野に対する知識を深める講義から実際に自分の手でゲームやロ
ボットを組み立てるような授業まで多岐にわたっています。情報通信
の分野に興味があったとはいえ全くの初心者だった私は最初、課題を
こなすのに精一杯で授業になかなかついていけませんでした。しかし
先生方を初め先輩や友達みんなの助けを借り、プログラミングスキル
だけでなく物事を構造的に捉える力も身に付いたのではと思います。
また 4回生で配属された研究室では、情報知能工学科が最先端な部分
だけでなく社会の基盤を支える仕組みにも大きく精通していることを
改めて学びました。私の所属するシステム計画
講座ではシステム最適化や最適化を行う仕組
みに関しての研究が多く取り扱われています。
学部 3年間で学んだことが実際に社会のどう
いった部分で役に立っているのかを実感しな
がらの研究はとてもおもしろいです。あらゆる
知識に触れ、たくさんの仲間と成長できる大学
生活を情報知能工学科で送ってみませんか？ 

“人工知能”の本質がわかる人材に 人の暖かさに触れる4年間
未来を支える技術を学ぶ4年間

相原　龍 田村菜ツ実 
（2012 年工学部情報知能工学科卒業、2014 年博士課程前期課程修了、2017 年博士課程後期課程修了）

システム計画
従来は、パソコンやプリンタ、スマートホンなどのIT関連機器が
接続されていたインターネットに、それ以外の様々なモノがつな
がるようになりました。例えば、家庭内の家電製品をインター
ネットにつなげることで、外出中もスマートホンで操作ができま
す。また、玄関にとりつけた防犯カメラの様子をいつでも見るこ
とも可能です。このように多くのものがつながる時代で重要とな
るのが、つながっている全てのモノを、大勢の人が生活する社会
全体でどのようにうまく使いこなすかということです。そのよう
なスマートな社会の実現には、ネットワークでつながっているシ
ステム全体を賢く上手に計画することが重要な課題となります。
そこで我々は、ネットワークにつながる個々の要素に人工知能
（ソフトウエアエージェント）を搭載し、それぞれがネットワー

大規模熱流体
シミュレーション

スパコン「京」による大規模自動車空力シミュレーション

人工知能が搭載されたスマートファクトリーシステム ツイッター利用者間のつながりネットワーク解析

コンピュータによるシミュレーションは、理論、実験に
次ぐ第三の科学として様々な科学・工学分野で活用され
ています。我々は、「京」に代表されるハイエンドスパ
コンを活用し、熱・流体運動を高精度に予測する大規模
シミュレーション技術を開発することで複雑な物理現象
を解明すると共に、その技術を産業界で活用・展開する
ための研究開発を行っています。例えば自動車の開発で
は、自動車に作用する空気の力（空力）を高い精度で求
め、燃費を予測、向上することが強く求められていま
す。また、空力は、高速走行する自動車の安全性にも大
きく関わります。今まではこういった空力予測には、風
洞を用いた実験が行われてきました。ここに大規模空力
シミュレーションを適用することで、風洞実験に匹敵す
る精度での空力予測を、高速かつ低価格で実現できるば
かりでなく、風洞では計測が不可能な、追い越しやすれ
違いといった実走行状態での自動車の走行安全性評価が
可能となります。　　　　　　坪倉 誠（計算流体分野）

クを使って通信・交渉・制御することで、システム全体をスマー
トに計画し運用する研究を進めています。例えば、このシステム
計画技術をモノづくりに応用することで、今までにない賢くてス
マートな工場（スマートファクトリー）が実現され、消費者ひと
りひとりの好みに応じた様々なカスタマイズ製品を、適切な価格
で提供することが可能になり、製造立国日本におけるモノづくり
を支援することができます。また、ツイッターやフェースブック
などのSNSを用いた情報の広がり方をシミュレーション手法で解
析したり、リーマンショックのような突発的なリスクに負けない
金融ネットワークを設計するなど、大規模なシステム内の様々な
問題に対して、様々なシステム最適化手法を用いた問題解決を行
なっています。　　　　　    貝原俊也 教授（システム計画分野）
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現在、工学研究科内には産学連携と新学術領域の創出を見据えた7つの工学研究科付属研究センターが設置されています。世
界的に先導的な役割を果たすため、様々な研究分野の活躍が期待されています。

工学研究科付属研究センター

再生可能エネルギー社会実装研究センター
（Social Implementation of Renewable Energy research Center）

建築計画、都市計画、環境やエネルギーのマネジメント、工業デザインなどを包含し、専攻横断的にあらゆる方面のマルチスケー
ルなグラフィクスリテラシーにおける審美的な考察も含めた基礎学と先端知識についての先進的教育と、実践としての研究を
推進するとともに、関連研究および教育実践の成果を広く対外的に発信するセンターです。真に価値あるモノには単に機能性ば

かりでなく審美的な視点での価値が付与
されていることを歴史が示しています。
これを踏まえ、美学や図形科学など意匠
の基礎となるさまざまな基礎学をもとに
統合的に研究し、教育に反映しつつ、高い
機能性を追求するための科学的視点と審
美的な価値観を併せ持つ人材の育成に寄
与します。

グラフィクスリテラシー教育研究センター
（Graphics Literacy Education and Research Center）

温暖化による地球環境の悪化が現実味を帯びつつあ
り、CO2を排出しないエネルギー創生・利用システム
の開発および社会への適応が急がれています。各要素
技術開発だけでなく、実社会への実装に際して想定さ
れる諸問題、活用可能な再生可能エネルギー、地域的
特徴、再生可能エネルギーから化学エネルギーへの変
換および貯蔵、エネルギー消費地への輸送などを一体
として最適化・解決しなければなりません。太陽光や
風力等の再生可能エネルギーは、電力に変換され、さ
らに化学エネルギーである水素に変換されます。また
一部は太陽光を用いた光触媒反応による直接分解に
よる水素生成も大いに期待されています。再生可能エ
ネルギーの利用の成否は、変換された水素および再変
換されるエネルギーキャリア物質の変換（再変換）効
率（物質およびエネルギー）が重要な鍵となっていま
す。自然災害の多い日本においては、システム全体の
災害に対する強靭化も重要な検討課題です。本センターでは、具体的な戦略として、（1）エネルギーキャリア相互変換最適化、（2）
エネルギー貯蔵・輸送の最適化、（3）コミュニティー実装設計、（4）自然災害に対する強靭化、（5）要素技術の標準化、の5つの柱
により再生可能エネルギー活用の社会実装実現を目的とし総合大学としての神戸大学の強みを活かしたモデルケースの実証研
究・情報発信を進めます。

 

地域ニーズ 

 
 

再生可能エネルギー 
社会実装研究センター 

工学研究科 

経営学研究科 

経済学研究科 

海事科学研究科 

産総研 FREA 

学術・産業イノベーション

創造本部 

山形大学 

東京工業大学 

Newcastle University, UK 

神戸市 

兵庫県 

地域ニーズの吸上げ 

住民，ミュニティー 

地方自治体と連携 

自然災害に強い 
レジリエントなシステム 
 暴風雨，洪水，地震 

描画
測定

造形

投象

CAD・CG3Dプリンター
3Dスキャナー

都市
計画

建築
計画

工業
デザイン

環境
マネジメント
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昨今のナノテクノロジーやバイオテクノロジーにおける取り扱いを見る
までもなく、材料の機能は外界と接する界面での現象に支配されていま
す。したがって、界面を基盤とした‘ものづくり’の戦略が必要不可欠とな
ります。　当センターでは、「界面」をキーワードに教育・研究分野の横断
的な研究ユニットを形成することで、界面現象に関わる基盤研究を推進
し、次世代のものづくりに繋がる研究シーズの創出をめざしたいと考え
ています。この際、従来型の応用化学、機械工学、電気電子といった専攻や
分野縦割り的な枠組みをあらたな座標軸からの視点で見直すことで新学
術領域を創出し、既存の組織からは出てくることのない斬新な産官学連
携の芽を築く

ことが期待できます。したがって、本センターが界面機能の創出をも
のづくりに繋げる連携を推進するための新たなる拠点となり、基盤研
究から発信されたシーズの「ものづくり」への展開が円滑になること
を期待しています。本センターに関連したプロジェクト・外部資金と
して、科学研究費、JST・戦略的創造研究推進事業CREST、内閣府・戦略
的イノベーション創造プログラムSIP、新エネルギ・産業技術総合開発
機構NEDO、未来社会創造事業、経済産業省・革新的新構造材料等研究
開発ISMA、参画研究者の民間との各種共同研究などを推進しており、
過去五年間で7億円以上の外部資金を獲得しています。

界面科学研究センター
（Research Center for Interface Science）

気体・液体・固体の混ざった流れ（混相流）や粘弾性を有する「複雑」な流体、渦・乱れ・波や構造物などを含む「複雑」な流れ、化学
反応や相変化および熱や物質の輸送を伴う「複雑」な熱流体現象、環境や人感に関連する「複雑」な熱流体制御などの様々な複雑
熱・流体現象は非常に多くの工業分野で複合的に利用・応用されています。当センターは、工学研究科を中心とした横断的な研究
グループであり、幅広い分野における複雑熱流体現象に関する研究を統合し、俯瞰的に推進することにより、基盤教育・先端研究
の推進と次世代の研究分野の創出を目指します。
本センターでは、従来型の建築学、市民工学、機械工学、応用化学といった専攻・分野縦割り的な枠組みを新たな座標軸からの視点
で見直し、新しい学術領域を創出することで複雑な熱流体現象に関する総合的な工学的基盤の確立を目指します。また、参画する

研究者が連携により、既存の組織からは出てくること
のない斬新な技術、産官学連携の芽を築くことにより、
革新的な生産、環境、エネルギー関連技術を構築し次世
代のサステイナブル社会の形成に貢献することを目指
します。

複雑熱流体工学研究センター
（Complex Fluid and Thermal Engineering Research Center）
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超スマート社会では、必要なもの・サービスを、必要な人に、必要な時に、必
要なだけ提供し、社会の様々なニーズにきめ細かく対応できることが求め
られます。これを実現するには、サービスプラットフォームに供すること
ができる新たな価値を創出する基盤技術の強化が不可欠です。当センター
においては、これまでにないスマートな物質による分子レベルのセンシン
グからデバイスレベルのセンサー技術の研究開発プラットフォームを構
築するため、医学・農学・数理情報などとの異分野融合型研究とグローバル
な共同研究を通じてオープンサイエンスを実現します。特に、医療応用、エ
ネルギー利用、極限環境で使用される複合物質・材料に関する基礎研究を
強力に推進して、新たな価値の創出を強力に進めます。

学内・国内外との積極的な共同研究を通じて目的の成果を確
実かつ効果的に達成することを目的の第一とする柔軟な組織
の研究センターであり、新たな視点で見直し、先端のスマート
物質・材料に関する新学術領域を創出することで神戸大学の
強みを一層強化することが期待でき、産官学連携に重きを置
く学内の他研究科やセンター群と連携し成果の受け渡しをす
ることで成果の社会実装に貢献します。

先端スマート物質・材料研究センター
（Research Center for Advanced Smart Materials）

巨大地震、巨大台風、津波などに対して、都市は被害低減にとどまらず回復力（レジリエンス）の高さが求められており、構造工学
の各分野はレジリエント構造の実現を目指しています。それらの研究を総合して都市レベルでレジリエンスを向上させる研究
が不可欠です。また神戸大学においては近年、振動台や高速アクチュエータの導入が進んだので、これらの設備を最大限に活用
してレジリエント構造の研究を推進します。さらに国際的に共通化できる標準的な性能検証方法を提案することを目的として、
国内外の機関とも連携し、災害に強い未来都市の創生を強力に推進します。
都市を構成する個々の構造物の課題だけではなく、各種の構造の技術が適材適所に役割を果たすことで、都市インフラ全体とし
てのレジリエンスを向上させることが可能となります。そのために、多様なハザードに対して求められるレジリエント構造の提
案を、センターベースで組織的に実施します。さらに国際的に研究資源の有効活用を図るため、アウトプットを共有し、レジリエ
ント構造研究の国際的なリーダーシップを保持することを目指します。

レジリエント構造研究センター
（Resilient Structure Research Center）

Faculty of Engineering / Graduate School of Engineering / Kobe University34



KOBE UNIVERSITYGraduate School of Engineering / Faculty of Engineering, 

国産医療用デバイスの創製は喫緊の社会的要請とされ
ています。本研究センターでは工学研究科の研究シーズ
を「使われる医療デバイスならびにシステム」の創製へ
結実させることを目的としています。その活動として、
医療デバイス創製に向けた工学基礎研究および臨床適
用に堪えるデバイスを具現化するための応用研究を推
進し、新しい学問・研究領域を先導します。また、医療機
器製造販売企業や大学発ベンチャー企業との連携によ
り、神戸大学発の研究成果を社会実装するための研究開
発を加速します。

臨床応用の大きな出口の一つとして、外科や内科で用い
られる医療用デバイスの創製を目指しています。ここで
は、新しい医療用材料の開発研究のみならず、生体内で
起こる力学的応答や体液循環などの物質移動を理解す
るための基礎研究、医療用デバイスの精密加工技術、マイクロプロセス技術、手術用ロボティクス、ナノマテリアルの創製など各
種システムを構築するための応用研究に精通している工学系教員が中心となり、研究を先導します。また、本学医学系教員との
間で、実用化に向けた取り組みの方向性や着地点を協議することにより、臨床応用研究を推進しています。最終的には医療機器
製造販売企業との連携により、社会実装のスピードアップを図ります。

医療デバイス創製医工学研究センター
（Medical Device Fabrication Engineering Center）

上 市

流体工学

【工学研究科】
医療デバイス創製
医工学研究センター

材料工学

ロボット学 精密加工学

MEMS工学応用化学工学

肝胆膵
外科

医学研究科

腎泌尿器科

放射線
腫瘍科

整形外科 呼吸器
外科

食道胃腸
外科

心臓血管
外科

製販企業

有機的連携

工学シーズ 医学ニーズ

独自シーズ基礎研究

独自シーズ応用研究

臨床応用研究

抗ガン活性を示すゲルの
電子顕微鏡観察

メディカル
MEMS薬品送達

システム

マイクロ手術
遠隔操作

計算バイオメカニクス

抗ガン活性ゲル

テーラーメード加工 新機能金属
デバイス創製

精密反応解析
金属系生体材料
疲労強度評価

血流数値シミュレーション 生体適合性
ソフトマテリアル

＜災害に強い、しなやかな社会の創造をめざして＞
災害に対して回復力、復元力（レジリエンス）を発揮できるしなやかな都市は同時に住みやすい都市（リバブルシティ）でなければ
なりません。こうした社会環境を実現していくためには、都市空間を形成する物的環境のみならず、人々の行動や規範、制度なども
含めた統合的な視野に立ち、学術的な知見や研究成果を実装していく「デザイン」が求められます。神戸大学において培われ、蓄積
されてきた減災社会実現のための様々な知見を、「デザイン」を通して社会実装していく手法の開発を行っていくための研究拠点
として、国内外の機関と相互補完し、国際的な視野で安全・安心な世界の実現へ向けたネットワークを構築します。同時にCResD
は神戸大学の機能強化プロジェクトの一つ「未来世紀都市学」研究ユニットに参画し、文理融合の更なる進化に取り組みます。

減災デザインセンター
（Center for Resilient Design （CResD））
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神戸大学工学部では、高校生を対象に毎年 月に学部
や各学科の紹介や参加者との交流を目的として、オー
プンキャンパスを実施しています。日ではあります
が、大学での教育・研究に触れてもらえるように、研究
室見学ツアー、体験実習、体験講義など各学科独自の企
画が準備されています。オープンキャンパスの日程に
ついては、工学部ホームページをご参照下さい。

［建築学科］模擬設
計

［市民工学科］自然の中の渦と流れの実験
［市民工学科］自然の

［電気電子工学科］研究室見学

の中の渦と流れの実験然の

［機械工学科］実験室
見学

学科］研究室見学

［応用化学科
］模擬講義

［機械工学

［情報知能工学科］研究室見学

アクセスマップ

キャンパスマップ

大阪国際空港

神 戸 空 港

関西国際空港
JR関西空港線

JR東西線

阪急神戸線

阪神電鉄
JR神戸線

神戸新交通
ポートアイランド線

神戸市営
地下鉄

阪急宝塚線

大阪モノレール

JR大阪環状線

大阪市営
地下鉄

南海空港線

新神戸

三　宮
御　影

六甲道
六　甲

尼　崎

天王寺

難　波

京　橋

大　阪

十三

蛍　池

新大阪

河原町

京　都

( 梅田 )

神戸大学

六甲道

六　甲

新在家 御　影

神大文理農学部前

農学部
文学部

理学部

工学部

経済学部

法学部

経営学部

神大正門前

至大阪

至大阪

至大阪

至大阪

至三宮

阪神本線

阪急神戸線

JR神戸線

国道 号線至三宮

至三宮

至三ノ宮

神大国際文化学部前

最寄り駅から工学部まで
徒　　歩：阪急「六甲」駅から約 ～ 分
バ　　ス：阪神「御影」駅、JR「六甲道」駅、阪急「六甲」駅から神戸市バス 系統「六甲ケーブル下」行

に乗車し、「神大国際文化学研究科前」下車
タクシー：阪神「御影」駅から約 ～ 分／ JR「六甲道」駅から約 ～ 分／阪急「六甲」駅から約 ～

分

Access Map

Campus Map ●お問い合せ先

神戸大学大学院工学研究科
教務学生係

〒  神戸市灘区六甲台町１ １
TEL.

e-mail
eng-kyomugakusei@office.kobe-u.ac.jp

工学部・工学研究科ホームページ
http://www.eng.kobe-u.ac.jp/
神戸大学ホームページ
http://www.kobe-u.ac.jp/

Open
campus

オープンキャンパス

KOBE UNIVERSITY

Graduate School of Engineering / 
Faculty of Engineering, 

「うりボーロード」とは学生、教職員並びに工学部を訪れる方が、
安全かつ快適に来校するため又工学部から他のキャンパスへス
ムーズに移動できるよう設置された遊歩道です。
「うりボー」とはイノシシの幼獣のことで、愛らしい姿からそう呼
ばれています。ばれています。

シシの幼獣のことで、愛らしい姿からそう呼

工学部学舎
自然科学総合研究棟（3号館）
自然科学系図書館
情報基盤センター（本館）
情報基盤センター（分館）
システム情報学研究科棟
工作技術センター
都市安全研究センター
先端膜工学研究拠点
研究基盤センター（機器分析部門）
本部事務局，保健管理センター

9

9

2 0 2 0

国際人間科学部

国際人間科学部

神大人間発達環境学研究科前

神大国際文化学研究科前
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神戸大学工学部では、高校生を対象に毎年 月に学部
や各学科の紹介や参加者との交流を目的として、オー
プンキャンパスを実施しています。日ではあります
が、大学での教育・研究に触れてもらえるように、研究
室見学ツアー、体験実習、体験講義など各学科独自の企
画が準備されています。オープンキャンパスの日程に
ついては、工学部ホームページをご参照下さい。
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農学部
文学部

理学部

工学部

経済学部

法学部

経営学部

神大正門前

至大阪

至大阪

至大阪

至大阪

至三宮

阪神本線

阪急神戸線

JR神戸線

国道 号線至三宮

至三宮

至三ノ宮

神大国際文化学部前

最寄り駅から工学部まで
徒　　歩：阪急「六甲」駅から約 ～ 分
バ　　ス：阪神「御影」駅、JR「六甲道」駅、阪急「六甲」駅から神戸市バス 系統「六甲ケーブル下」行

に乗車し、「神大国際文化学研究科前」下車
タクシー：阪神「御影」駅から約 ～ 分／ JR「六甲道」駅から約 ～ 分／阪急「六甲」駅から約 ～

分

Access Map

Campus Map ●お問い合せ先

神戸大学大学院工学研究科
教務学生係

〒  神戸市灘区六甲台町１ １
TEL.

e-mail
eng-kyomugakusei@office.kobe-u.ac.jp

工学部・工学研究科ホームページ
http://www.eng.kobe-u.ac.jp/
神戸大学ホームページ

Open
campus

オープンキャンパス

KOBE UNIVERSITY

Graduate School of Engineering / 
Faculty of Engineering, 

「うりボーロード」とは学生、教職員並びに工学部を訪れる方が、
安全かつ快適に来校するため又工学部から他のキャンパスへス
ムーズに移動できるよう設置された遊歩道です。
「うりボー」とはイノシシの幼獣のことで、愛らしい姿からそう呼
ばれています。

https://www.kobe-u.ac.jp/

工学部学舎
自然科学総合研究棟（3号館）
自然科学系図書館
情報基盤センター（本館）
情報基盤センター（分館）
システム情報学研究科棟
工作技術センター
都市安全研究センター
先端膜工学研究拠点
研究基盤センター（機器分析部門）
本部事務局，保健管理センター

9

9

2 0 2 0

国際人間科学部

国際人間科学部

神大人間発達環境学研究科前

神大国際文化学研究科前
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大学院工学研究科

工学部
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